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巡
回
型
人
間
ド
ッ
ク
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
Ｊ
Ａ
か
ら
会
員
向
け
に
実
施
さ
れ
て
い

た
事
業
を
、
会
員
の
多
く
が
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
あ
る
た
め
、
市
で
実
施
で
き
な

い
か
と
の
話
が
あ
っ
た
事
か
ら
で
す
。

健
診
実
施
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ａ
厚
生
連
に
相

談
し
、
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
20
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
、
市
内
６
か
所
で
実
施
し
、

6
0
0
人
以
上
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
券
の
発
送
時
に
巡
回
型
人

間
ド
ッ
ク
の
日
程
を
掲
載
し
た
健
診
案
内
を
同

封
し
、
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
受
付

を
し
て
い
ま
す
。

会
場
を
市
内
地
域
一巡
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
近
く
の
会
場
で
受
け
ら
れ
る
こ

と
、
ま
た
都
合
の
良
い
日
を
選
べ
る
こ
と
が
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

受
診
者
を
見
て
み
る
と
、
約
６
割
の
方
が
継

続
的
に
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
巡
回
型
人
間
ド
ッ
ク
は
、
受
診
者
が

チ
ェッ
ク
し
た
い
検
査
内
容
に
よ
っ
て
、
①
ベ
ー

シ
ッ
ク
な
検
査
を
受
け
ら
れ
る
東
近
江
ド
ッ
ク
、

　東近江市は総面積が388.37㎢ で、鈴鹿の山々から琵琶湖までが一つの市域となった森・ 里 ・ 川・湖が広
がる多様性のある自然の中に、万葉の時代から綿 と々続く歴史や文化・伝統が大切に育まれてきたまちです。
　未盗掘のまま発見された雪野山古墳、聖徳太子ゆかりの社寺、ろくろ技術を全国に広めた木

き じ し
地師、日本経

済の礎を築いた近江商人など時代を生きた人々の息吹が感じられます。特に、推古天皇14年（606）に聖徳
太子が創建したとされる 「百

ひゃくさいじ

済寺」は、 「湖東三山」の一つで秋の紅葉時期には多くの観光客で賑わいます。
本堂には秘仏の本尊で、奈良時代最大級の「木造十一面観音立像」（249cm）が安置されています。
　また、近畿圏と中京圏の中間に位置し、自然災害も比較的少なくインターチェンジ周辺や工業団地等を中心
に多くの企業が立地しており、近畿最大の耕地面積を有する肥沃な土地では、穀物、野菜、果物の生産が盛んで、
豊かな食生活を支えています。
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②
前
立
腺
が
ん
検
査
を
追
加
し
た
メ
ン
ズ
ド
ッ

ク
、
③
乳
が
ん
検
診
を
追
加
し
た
レ
デ
ィ
ー
ス

ド
ッ
ク
の
３
種
類
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
各
回
、

先
着
10
名
で
受
け
付
け
て
い
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

は
大
変
好
評
で
、
す
ぐ
に
予
約
が
埋
ま
って
し

ま
い
ま
す
。

ま
た
、
検
査
当
日
に
は
受
付
時
に
「
お
口

の
健
康
調
査
票
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

希
望
者
に
は
歯
科
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
つ
た
め
に
、
日
頃
の
口
腔

ケ
ア
の
大
切
さ
と
歯
科
への
定
期
受
診
の
重
要

性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
は
、
お
返
し
会
と
し
て
案
内
し
、

管
理
栄
養
士
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
結
果
の

説
明
や
結
果
に
基
づ
く
生
活
習
慣
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
一
人
あ
た
り
10
分
程
度
個

別
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
B
I
W
A︲T
E
K
U

の
ポ
イ
ン
ト
付
与
や
案
内
も
行
って
い
ま
す
。

県
内
で
唯
一
、

巡
回
型
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
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75
歳
を
迎
え
る
方
向
け
に

実
施
す
る
後
期
高
齢
者

ウ
エ
ル
カ
ム
事
業（
い
き
い
き
シ
ニ
ア
７５
）

集
団
健
診
の
結
果
説
明
会
で
、

各
ブ
ー
ス
を
設
置

65
歳
以
上
で
高
血
圧
等
の
リ
ス
ク
が
あ
る

方
へ
「
も
の
わ
す
れ
チ
ェッ
ク
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
時
間
は
15
分
程
度
で
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
必
要
な
情
報
を
入
力
し
て
行
う
簡
易
な

検
査
と
な
り
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
日
常

生
活
で
あ
ま
り
困
ら
な
い
が
、
放
置
し
て
お

く
と
認
知
症
が
進
ん
で
し
ま
う
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度

認
知
障
害
）の
段
階
を
見
つ
け
、
対
象
の
方
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
って
い
ま
す
。

ま
た
、「
平
成
27
年
度
滋
賀
の
健
康
・
栄
養

マ
ッ
プ
調
査
」
よ
り
、
市
民
の
１
日
の
野
菜
の

摂
取
量
が
30
ｇ
不
足
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
減
塩
や
野
菜
摂
取

を
増
や
せ
る
よ
う
、
パ
ネ
ル
展
示
や
レ
シ
ピ
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
、

県
内
最
下
位
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
て

ハ
ガ
キ
に
よ
る
特
定
健
診
受
診
勧
奨

年
２
回
、
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
お
り
、
今
年
は
９
月
と
10
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
９
月
の
案
内
は
、
①
過

去
３
年
間
で
１
回
で
も
特
定
健
診
を
受
診
さ

れ
て
い
る
方
。
②
過
去
３
年
間
で
一
度
も
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
。
③
今
年
度
40
歳
に
到

達
す
る
方
で
、
初
め
て
特
定
健
診
を
受
け
ら

れ
る
対
象
の
方
の
３
パ
タ
ー
ン
で
内
容
を
変
え

て
作
成
し
て
い
ま
す
。

˛༧໿͞Εͨํʹ͸ɺ̍ िؒલʹҊ಺Λૹ෇

協
会
け
ん
ぽ
と
の
合
同
健
診

合
同
健
診
は
７
日
間
の
枠
が
あ
り
、
５
日

間
は
特
定
健
診
の
み
の
実
施
で
、
残
り
２
日

間
は
プ
ラ
ス
で
が
ん
検
診
も
同
時
実
施
し
て
い

ま
す
。

஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔൃߦの
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運
動
面
で
は
、
公
益
社
団
法
人
東
近
江

地
域
振
興
事
業
団
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
、
体
組
成
計（
I
n
b
o
d
y
）測
定

を
行
い
、
結
果
に
応
じ
た
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

⾢؅ཧӫཆ؂࢜मの
ΦϦδφϧϨγϐɻ
ೋݩ࣍ίʔυΛಡΈ
ΈɺϗʔϜϖʔδ΁ࠐ
ΔϨγϐ͍ͯ͠ࡌܝ
ΛݟΔ͜ͱ΋Մೳ

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
・
７
月
の
開
催
で
75
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
な
い
方
に
つい
て
も
、

出
欠
報
告
表
の
裏
面
の
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェッ
ク
」

を
確
認
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う

健
康
推
進
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
長
寿
福
祉
課
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

翌
月
、
翌
々
月
に
75
歳
を
迎
え
る
方
を
対

象
に
年
６
回
、
奇
数
月
に
後
期
高
齢
者
ウ
エ
ル

カ
ム
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
や
生
活
習
慣
病
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予

防
な
ど
健
康
に
つ
い
て
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
血
圧
・
握
力
測
定
か
ら
始

ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
って
歯
科
衛
生
士
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
が

順
に
説
明
を
行
い
ま
す
。

最
後
に
、ご
自
身
が
ど
ん
な
人
生
を
送
り
た

い
か
、
ま
た
自
分
ら
し
い
最
後
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
「
み
ら
い
ノ
ー
ト
」

を
渡
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
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会
場
に
つ
い
て
は
八
日
市
文
化
芸
術
会
館
、

東
近
江
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
や
わ
ら
ぎ
ホ
ー

ル
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
付
近
に

お
住
ま
い
で
、

昨
年
度
受
診

し
て
今
年
度

は
未
受
診
と
い

う
方
を
対
象

に
、
勧
奨
ハ
ガ

キ
を
送
っ
て
い

ま
す
。

東
近
江
市
八
日
市
駅
前

観
光
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン

令
和
５
年
４
月
、
近
江
鉄
道
八
日
市
駅

前
の
複
合
ビ
ル
１
階
に
、
八
日
市
駅
前

観
光
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

東
近
江
市
の
観
光
情
報
の
提
供
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
、
地
域
情
報
を
発

信
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内

に
設
置
し
た
大
型
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
資
源
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
施
設
内
の
カ
フ
ェ
＆
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ【
S
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ
S
ｐ
ｏ
ｔ
＋（
サ

ニ
ー
ス
ポ
ッ
ト
プ
ラ
ス
）】
で
は
、お
し
ゃ

れ
な
雰
囲
気
の
中
で
市
内
の
新
鮮
な
食

材
を
使
っ
た
食
事
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
市

内
の
魅
力
的
な
物
産
も
紹
介
・
販
売
し

て
い
ま
す
。
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
東
近
江
市
を
訪
れ
る
際

に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
４
月
、「
地
域
で
創
る
総
合

病
院
」
を
目
指
し
て
、
東
近
江
市
が
中
心

と
な
り
、
東
近
江
医
療
圏
域
内
に
あ
る
医

療
機
関
、
学
校
法
人
と
と
も
に
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
東
近
江
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の

法
人
で
は
、
医
療
に
関
す
る
連
携
は
も
と

よ
り
、
研
修
会
の
合
同
開
催
、
医
療
人
材

の
育
成
、
医
事
品
・
診
療
材
料
の
共
同
購

入
や
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
対
策
の
経
験
か

ら
、「
地
元
で
看
護
師
育
成
を
」
と
い
う
声

に
応
え
、
学
校
法
人
滋
賀
学
園
に
、
県
内

初
の
５
年
一
貫
教
育
の
「
看
護
科
・
看
護

専
攻
科
」
が
令
和
６
年
４
月
開
設
予
定
で

す
。
高
度
な
医
療
技
術
の
提
供
や
医
療
人

材
の
育
成
は
、
東
近
江
医
療
圏
域
内
で
の

「
医
療
完
結
率
の
向
上
」
に
繋
が
り
、
被
保

険
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
者
の
運
営
は
、
医
療
機
関
と
も
共
同

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

進
ん
で
い
く
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
東
近
江
市
Ｐ
Ｒ
■

東
近
江
市
で
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
部

の
構
成
を
生
か
し
、
連
携
を
強
化
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
専
門
性
向
上
を
目
指
し
て
施
策

の
展
開
を
図
る
た
め
に
、
組
織
改
編
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

健
康
医
療
部
は
、
市
民
環
境
部
の
保
険
年

金
課
と
保
険
料
課
、
健
康
福
祉
部
の
健
康
推

進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
感
染
症
対
策
室
）

と
地
域
医
療
政
策
課
（
湖
東
診
療
所
、
各
病

院
、
診
療
所
含
む
）
が
統
合
さ
れ
、
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
組
織
に
な
り
、
よ
り

身
近
に
、
詳
細
に
調
整
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

特
に
令
和
５
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
実
施
計
画
、
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
、
本
市
健
康
増
進
計
画
お
よ
び
食
育
推

進
計
画
の
計
４
計
画
の
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
の
で
、「
こ
れ
ま
で
に
な
い
連
携
」
を

目
指
し
て
、
各
種
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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令
和
５
年
４
月
か
ら
、

健
康
医
療
部
が
誕
生

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

東
近
江
メ
デ
ィ
カ
ル

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
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